
第７期介護保険事業（支援）計画に関する基本指針の策定について

○ 介護保険法において、厚生労働大臣は、介護保険事業に係る保険給付の円滑
な実施を確保するための基本的な指針（以下「基本指針」という。）を定めるこ
ととされている。

○ 都道府県及び市町村は、基本指針に即して、３年を一期とする都道府県介護
保険事業支援計画及び市町村介護保険事業計画を定めることとされており、基本
指針は計画作成上のガイドラインの役割を果たしている。

基本指針とは

○ 高齢者の自立支援・重度化防止に向けた保険者機能の強化の推進

○ 「我が事・丸ごと」、地域共生社会の推進

○ 平成30年度から同時スタートとなる医療計画等との整合性の確保

○ 介護を行う家族への支援や虐待防止対策の推進

○ 「介護離職ゼロ」に向けた、介護をしながら仕事を続けることができるような
サービス基盤の整備

第７期基本指針のポイント
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